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鴨（さよなら窒木飽託忠人甥券

博　遠賀川駅

疇売当日1回限。有効130円
ヽ＿〟．　　　　遼賀川駅発行

高遠蒜譜木
嶋細即席勿下輯臨駒190円
ヽ一　　　　遠賀周期溌行

み
な
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ご
存
知
の

と
お
り
、
明
治
四
十
一
年
六
月
三
十
日
の
開

通
以
来
、
多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
、
そ
し

て
愛
さ
れ
て
き
た
国
鉄
室
木
綿
が
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

国
鉄
で
は
、
記
念
入
場
券
の
発
売
や
記
念

列
車
の
運
行
等
の
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

記
念
式
典

▽
日
　
時
　
3
月
3
1
日
（
日
）

1
3
時
0
0
分
～
1
4
時
1
0
分
予
定

▽
鋤
　
所
　
遠
賀
川
駅
霊
木
線
ホ
ー
ム

▽
内
　
容
・
国
鉄
あ
い
さ
つ

。
地
元
遠
賀
町
長
あ
い
さ
つ

・
記
念
品
贈
呈

・
花
束
贈
呈

・
遠
賀
町
少
年
少
女
吹
奏
楽
団

演
奏

さ
よ
な
ら
記
念
列
車

▽
日
　
時
　
3
月
3
1
日
（
日
）

1
4
時
m
分
遼
賀
川
発
奮
栄
行

記
念
入
場
券

▽
発
売
期
間
　
3
月
2
5
日
～
3
1
日

一
枚
百
三
十
円

記
念
乗
車
券

（
乗
車
券
と
窒
木
綿
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
付
）

▽
発
売
期
間
　
3
月
2
5
日
～
3
1
日

遠
賀
川
C
室
木
間

・
大
人
百
九
十
四

〇
小
人
九
十
円

臨
時
列
車
の
運
行

三
月
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
睦
時
列

車
が
運
行
し
ま
す
。
（
時
間
は
三
月
十
一
日

発
表
の
た
め
、
こ
の
広
報
で
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
新
聞
ま
た
は
遠
賀
川
駅

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

三
線
区
め
ぐ
り

さ
よ
な
ら
／
宝
未
練
、
香
月
経
、
添
田
線

三
線
区
め
ぐ
り
の
旅
」

▽
日
　
時
　
3
月
2
1
日
（
祝
）

窒
禾
－
遠
賀
川
8
時
4
4
分
－
折
尾
－
中
間

－
番
月
－
中
間
－
小
倉
－
香
春
－
添
田
－

田
川
後
藤
寺
－
金
田
－
匝
方
－
室
外
－
遠

賀
川
1
4
時
Ⅱ
分
－
折
尾

▽
費
　
用
。
大
人
四
千
五
百
円

o
小
人
三
千
五
百
円

（
昼
食
、
み
や
け
付
）

▽
定
　
員
　
四
〇
〇
名

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
朗荷

物
営
業

を
廃
止
し
ま
す

国
鉄
で
は
、
財
政
ひ
っ

迫
、
さ
び
し
い
環
擬
の
中

で
、
昭
和
六
十
年
三
月
期

ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
わ
せ
、

次
の
駅
の
荷
物
営
業
を
廃

止
し
ま
す
。

（
近
隣
関
係
分
）
遠
賀

川
・
折
尾
・
海
老
津
・

赤
間
・
東
郷
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昭
和
六
十
年
度

予
算
編
成
を
綴
え
で

○
照

重
賞
町
長
　
柴
　
田
　
　
貫
∴
蔵

国
の
財
政
が
さ
び
し
い
中
、
地
方
行
政
に
も
そ
の
し
わ
寄
せ
が
き
て
お
り
ま
す
が
、
亭
い
に
も
遠
賀

町
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
事
業
を
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
ほ
ど
協
和
六
十
年
度
の
予
算
編
成
を
行
い
、
た
だ
全
議
会
に
ご
異
議
を
煩
わ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
六
十
牽
度
に
向
か
っ
て
の
主
な
点
は
、
町
づ
く
り
の
一
斑
と
し
て
遠
賀
総
合
運
動
公

園
の
中
に
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
、
「
文
化
檀
祉
セ
ン
タ
ー
」
、
「
町
民
の
森
」
、
「
並
木

を
取
り
入
れ
た
通
路
緑
地
整
備
」
、
「
遠
賀
川
方
面
お
よ
び
末
寺
・
善
良
線
方
面
か
ら
遠
賀
総
合
運
動

公
園
に
通
じ
る
通
路
の
整
備
」
、
ま
た
、
馬
津
か
ら
遺
骨
に
か
け
て
の
　
「
遠
賀
川
漕
艇
楊
整
備
」
　
な
ど

心
に
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
力
を
置
い
て
お
り
ま
す
。

建
設
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
バ
ス
発
着
場
新
設
」
、
「
島
津
、
遺
官
、
末
寺
の
水
路
整
備
」

な
ど
諸
々
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
従
来
か
ら
の
事
業
は
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

↑



慈

圃

闇画

殺
貴
面
に
あ
き
ま
し
て
は

「
豊
か
な
心
を
穿
て
る
施
策
推
進
モ
デ
ル
市

村
」
　
に
本
町
は
文
部
省

毯
受
け
て
お
り
、
本
年
か
ら
軌
道
に
東
森
よ
う
町
も
ハ

評
語
評
語
評
議
謄

駿

ツ
タ
ア
ッ
プ
し
、
教
育
委
東
金
、
各

・

諸
施
策
を
し
て
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
ま

予
、
防
医
療
に
重
点
を
置

指
定
の
事
業
も
行
い
ま

そ
録
で
：
－
れ
ら
に

る
主
た
る
費
用
は
、
町
、

四
億
二
千
万
円
、
土
木
・
建
設
関
係
に

三
億
玉
手
方
円
、
殺
斉
関
係
で
は
豊
か

㍑
一
千
三
百
万
円
、
遠
賀
川
漕
艇
場
に
二

万
円
、
特
別
会
計
十
五
億
九
千
百
万
円
、
総
額

九
健
二
音
七
百
万
円
の
予
算
繍

こ
れ
ら
は
議
会
の
無
謀
を
お
受
け
し
た

移
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
の
二
十
同
年
記
念
か
ら

会
と
イ
坊
ダ
競
争
）
、

現
在
実
行
委
員
会
を
つ

春
ま
つ
り
　
（
チ
ビ
も
ま
つ
り
）
、
夏
ま
つ
り
　
（
金

高
大
会
）
　
に
つ
い
て
は
、
将
来
と
も
続
け
て
い
く

掴
翳
紺
告
出
霊
講
緯
㌔
民
の
中
か
ら
盛
り
土

概
略
を
逮
べ
ま
し
た
が
、
今
後
も
本
町
発
展
の
た
め
町
民
各
位
の
ご

げ
ま
す
。

開
聞



確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
も
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
し
て
申
告
　
五
劣
の
過
少
産
品
演
説
が
か
か
り
ま
す
。

害
を
眺
め
て
い
た
ら
、
計
舞
間
違
い
を
発
見
　
た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
修

正
申
告
し
た
場
合
は
、
過
少
畠
品
質
税
は

こ
の
よ
う
に
、
申
告
番
を
提
出
し
た
あ
と
　
か
か
り
ま
せ
ん
。
修
正
申
告
に
よ
っ
て
納
め

で
、
計
算
違
い
な
ど
申
告
内
容
の
間
違
い
を
　
る
こ
と
と
な
る
税
金
は
、
申
告
番
を
提
出
す

見
つ
け
た
と
き
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
　
る
日
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
額
を
多
く

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
、

産
屋
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正
畠
亡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
日
告
は
、
規
整
か
ら
「
更
正
」
（

税
馨
の
調
査
に
よ
り
、
新
た
に
納
め
る
税

額
が
通
知
さ
れ
る
）
を
受
け
る
ま
で
は
、
い

つ
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
な
る
べ
く
早

く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。

税
務
聾
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
星
口

を
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と
、
新

た
に
納
め
る
韻
の
は
か
に
、
そ
の
税
額
の

申
告
し
た
説
額
が
多
か
っ
だ
こ
と
を
、
申

告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
・
里
晶

隈
か
ら
一
年
間
。
で
す
か
ら
昭
和
五
十
九
年

分
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、
昭
和
六

十
年
の
三
月
ま
で
で
す
。

更
正
の
諮
求
が
出
さ
れ
る
と
、
説
務
聾
で

は
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
諮
求
が
正
当
な
勘

合
は
、
納
め
過
ぎ
た
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

す。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
「
期
限
後
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
限
後
申
告

は
税
務
署
か
ら
「
決
定
」
（
税
務
署
の
調
査

に
よ
り
、
納
め
る
税
額
が
通
知
さ
れ
る
）
を

受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ
う

が
有
利
で
す
。
そ
れ
は
、
「
修
正
里
早
の

場
合
と
同
様
で
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た

後
で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け

た
り
す
る
と
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の

説
額
の
一
〇
形
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
る

か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に

申
告
を
し
た
場
合
は
、
無
豊
晶
第
税
は
王

者
で
済
み
ま
す
。

期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な

る
説
金
は
、
期
限
後
申
告
書
を
提
出
す
る
日

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
　
　
　
◇

修
正
申
告
や
期
限
後
申
告
、
更
正
の
請
求

を
す
る
た
め
の
用
紙
は
説
務
馨
に
廟
悪
し
て

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
手
続
き
な
ど
分
か
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
若
松
税
務
署
＄
（
1
6
1
）

2
5
3
6
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
よ

葱

を

㊥
⑨
㊥
㊨
ま
す

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
触
康
保
険
証
は

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
し
か
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
日
程
で
使
用
期
限

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

▽
更
新
日
時
。
3
月
2
8
日
（
木
）

9
時
～
1
6
時
5
0
分

。
3
月
2
9
日
（
金
）

9
時
～
1
6
時
5
0
分

9
3
月
5
0
日
（
土
）

9
時
－
日
時
0
0
分

▽
更
新
場
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関

▽
持
参
晶
　
今
お
使
い
の
国
民
触
撰
保
険
証

お
よ
び
退
職
被
保
険
者
等
証
明

番
と
印
鑑

遠
賀
都
市
計
画
事
業
の
図
書
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

都
市
計
画
法
第
5
0
条
第
1
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
遠
賀
都
市
計
画
硝
薬
が
認
可
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
同
法
第
6
2
条
第
2
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
都
市
計
画
事
業
の
図
書

を
公
衆
の
綬
巽
に
供
し
ま
す
。

◎
都
市
計
画
藁
の
種
類
及
び
名
称

遠
賀
都
市
計
画
駐
車
惣
菜
∴
遠
賀
自

転
車
駐
車
場

◎
都
市
計
画
専
業
の
区
域

遠
賀
町
大
字
広
浅
学
柳
田
地
内

◎
都
市
計
画
山
楽
の
図
番
の
籍
霧
所

遠
賀
町
役
場
建
設
課
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み
ど
り
と
水
の
豊
か
な
町
づ
く
り

緑
の
羽
根
等
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

三

月

は

緑

化

推

進

月

間

国
土
緑
化
連
動
は
、
一
二
十
有
余
年
を
経
過

し
多
大
の
成
果
を
あ
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
近
年
、
産
業
の
発
達
、
都
市
化
の
進
行

な
ど
に
伴
い
、
遠
賀
町
に
お
い
て
も
、
自
然

環
境
の
破
壊
、
と
り
わ
け
縁
の
減
少
が
問
題

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
縁
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
木
材
を
供
給

す
る
こ
と
に
と
と
ま
ら
ず
、
清
ら
か
な
水
を

貯
え
、
洪
水
を
防
ぎ
、
美
し
い
国
土
を
保
全

し
、
大
気
を
浄
化
し
、
さ
ら
に
四
季
の
変
化

に
富
ん
だ
緑
の
美
に
よ
っ
て
人
々
に
低
廉
と

心
の
や
す
ら
き
ゃ
う
る
お
い
を
も
た
ら
し
、

限
り
な
い
恵
み
と
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
緑
化
思
想
の
高
揚
と
緑
の
保

護
育
成
の
普
及
潜
も
う
運
動
の
推
進
の
た

め
、
苗
木
の
樋
梯
時
期
に
あ
た
る
三
月
を
緑

化
推
進
月
間
と
し
、
環
の
羽
根
等
募
金
活
動

壱
行
っ
て
い
ま
す
。
募
金
活
動
の
内
容
は
、

町
、
学
校
、
町
内
会
、
会
社
、
そ
の
他
の
団

体
の
代
表
者
が
募
金
責
任
者
と
な
り
、
募
金

を
つ
の
り
、
集
ま
っ
た
お
金
は
、
公
園
、
校

庭
、
街
路
の
植
樹
、
緑
化
、
林
業
に
関
す
る

図
書
の
賭
人
に
使
い
、
ま
た
一
部
を
緑
化
推

委
進
貝
会
に
納
入
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
緑
化
率
業
の
交
付
金
を
う
け
て
、

遠
賀
総
合
溺
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の

緑
化
（
ク
ス
ノ
キ
一
五
本
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
四

〇
〇
本
）
を
行
い
ま
し
た
。

卓
球
教
室
を
開
き
ま
す

▽
日
　
時
　
3
月
1
3
日
（
水
）
、
1
6
日
（
土
）
、

2
0
日
（
水
）
、
2
3
日
（
土
）
の

四
日
間

⊥
9
時
5
0
分
－
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
申
込
先
　
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

詳
細
は
、
社
会
教
育
課
体
育
係
衝
（
2
9

3
）
5
4
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

〝
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
〟
の

原
稿
を
募
集
中

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
4
月
同
日
号
で
番
の
サ
ー
ク
ル
会
員

藁
（
体
育
系
・
文
化
系
）
を
掲
載
し
ま

す
。
＜
文
化
系
の
サ
ー
ク
ル
は
、
公
共
施
設

で
閲
読
し
て
い
る
分
の
み
掲
載
＞

こ
の
機
会
に
馨
れ
る
サ
ー
ク
ル
は
、

サ
ー
ク
ル
名
・
練
習
間
口
・
場
所
・
会
寅
・

対
象
・
会
員
数
・
蕪
人
数
・
間
合
先
等
を

混
入
し
て
、
ま
た
練
習
風
景
等
の
写
真
が
あ

れ
は
添
付
し
て
3
月
2
3
日
（
土
）
ま
で
に
役

場
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

紙
面
の
都
合
に
よ
り
締
切
日
以
降
の
受
付

は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。
次
回
は
m
月
頃
の

予
定
で
す
。

遠
賀
町
商
工
会

記
帳
専
任
職
員
募
集

▽
応
募
質
権
蔑
卒
業
以
上
、
簿
記
三
級

珠
箆
二
紋
以
上

▽
応
募
書
類
履
歴
重
合
真
添
付
）
、
卒

業
証
明
蕾
か
見
込
番
、
健
康
診

断
番

▽
採
用
予
定
日
　
4
月
1
日
伺

▽
試
験
日
　
未
定

▽
申
込
締
切
　
3
月
1
3
日
ま
で

詳
細
は
、
邁
町
費
商
工
会
穏
（
2
9
3
）

遠
賀
町
商
工
会

経
営
指
導
員
研
修
生
募
集

▽
職
　
種
　
二
年
間
の
研
修
を
経
て
遠
賀
町

商
工
会
経
営
指
導
員
に
登
用

▽
応
募
資
格
　
大
学
卒
薬
ま
た
は
卒
業
見
込

者
で
2
7
歳
以
下
の
男
子

▽
応
慧
類
　
履
歴
暫
（
薫
添
付
）
、
卒

業
証
明
華
健
康
診
断
書

▽
待
　
遇
　
遠
賀
町
商
工
会
規
定
に
よ
る

▽
採
用
予
定
日
　
4
月
1
日
付

▽
申
込
締
切
　
3
月
1
3
日
ま
で

0
1
6
5
へ
ど
う
ぞ
。

詳
細
は
、
遠
賀
町
商
工
会
へ
ど
う
ぞ
。
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－
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－

i

i

島
門
小
チ
ー
ム
三
位
に
入
賞

第
一
回
北
部
（
遠
賀
・
中
間
）

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
駅
伝
大
会

二
月
十
一
日
、
水
巻
町
机
小
学
校

で
「
第
一
回
北
都
（
遠
賀
・
中
間
）

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
駅
伝

大
会
が
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開

か
れ
、
遠
賀
町
か
ら
参
加
し
た
南
門

小
学
校
チ
ー
ム
が
三
位
に
入
賞
、
浅

木
小
学
校
チ
ー
ム
が
四
位
に
入
り
ま

した。こ
の
大
会
は
∴
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の

体
力
づ
く
り
の
成
果
を
輩
つ
目
的
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
一
人
が
二
八

㌔
㍍
、
計
一
四
・
四
㌔
㍍
壱
八
人
の

選
手
達
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
て
い

ま
し
た
。
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（彿閥～四⑭庭

続
仕
過
賞
町
文
学
散
歩

四
）
東
京
帝
大
政
治
経
済
科
を
水
薬
。
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
和
幸
し
た
時
も
黒
田
長
戌

の
洋
行
に
随
行
と
い
う
形
で
あ
っ
た
と
も
い

冬
空
と
碑

老
良
公
園
に
は
教
本
の
桜
が
樋
え
ら
れ
て

い
て
、
花
の
頃
は
美
し
い
だ
ろ
う
が
あ
ま
り

見
る
人
も
な
く
、
長
い
堤
防
を
北
か
ら
南
か

ら
通
過
す
る
自
動
車
の
人
に
、
見
ら
れ
る
程

度
だ
ろ
う
。
夏
は
一
面
に
葺
が
茂
り
、
そ
の

姿
も
見
え
な
い
で
程
あ
る
が
、
い
ま
目
の
ま

え
に
は
広
々
と
し
た
冬
木
の
中
に
二
つ
の
記

念
碑
が
、
冬
空
と
太
陽
を
独
占
し
た
よ
う
に

建
っ
て
い
る
。

神
田
川
の
碑
と
、
も
一
つ
は
添
田
寿
一
翁

の
碑
で
あ
る
。
桜
の
糞
が
茂
る
と
暗
面
も
見

え
な
い
ほ
ど
録
に
包
ま
れ
る
が
、
黒
田
長
殿

の
筆
勢
も
あ
ざ
や
か
に
、
明
る
く
東
の
方
を

望
ん
で
い
る
。

眼
の
前
の
河
口
湖
の
水
は
折
か
ら
風
で
波

し
ぶ
き
を
だ
て
、
満
水
の
姿
を
よ
こ
た
え
て

いる。河
口
湖
に
日
が
浸
き
叢
の
神
話
が
生
き
る

わ
れ
る
。
凹
掌
に

よ
っ
て
得
た
社
会

哲
学
が
、
若
い
寿

一
に
大
き
く
影
響

し
た
こ
と
は
疑
い

な
く
、
帰
国
後
大

蔵
省
主
税
局
長
と

な
っ
た
。

こ
の
頃
の
彼
の

添
田
寿
一
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
老

良
村
に
生
れ
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
生

来
、
書
の
上
手
な
人
で
自
ら
「
紺
怒
山
浦
」

と
い
う
雅
号
で
知
ら
れ
て
い
た
」
ハ
歳
の
時

宙
い
た
「
薬
師
如
来
」
木
領
は
京
都
の
蛤
薬

師
正
面
に
飾
ら
れ
、
ま
た
十
歳
の
時
の
「
修

成
」
と
い
う
揮
毛
も
木
頼
と
な
っ
て
大
阪
天

満
天
神
に
あ
る
と
の
こ
と
。

く
わ
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
早
く
か
ら
こ

の
地
に
は
住
ん
で
い
な
く
、
父
子
二
人
で
京

阪
地
方
に
在
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
説
に
当
時
の
大
阪
府
知
事
渡
辺
昇
の
訓

戒
で
上
京
し
、
黒
田

』
十
二

長
戊
の
学
問
所
に
住

み
、
長
戌
の
学
友
と

し
て
ま
た
家
庭
教
師

と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
い
ろ
い

名
を
知
る
上
で
大
再
な
こ
と
は
、
工
場
法
制

定
に
当
り
孤
軍
蛮
陶
し
、
労
働
者
の
た
め
そ

の
説
を
通
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
金
本

位
制
採
用
」
　
「
社
会
詰
」
の
説
、
そ
の
他

寿
一
の
宮
説
が
当
時
の
日
本
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
、
明
治
中
期
の
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
も
う
な
つ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

台
湾
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
鉄
通
院
の

そ
れ
ぞ
れ
の
幾
を
経
て
大
正
十
四
年
（
一

九
二
四
）
貴
族
院
議
員
に
勅
送
さ
れ
た
が
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
世
を
去
っ
た
。

明
治
の
日
本
黎
明
期
に
生
き
、
行
動
的
に

尽
し
た
先
哲
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
内
に
、

短
か
い
冬
の
日
も
「
み
こ
の
空
の
方
に
傾

い
て
、
刈
り
株
の
一
つ
一
つ
に
西
日
の
影
が

見
え
は
じ
め
た
。

（
片
山
花
組
史
）

轟
筒
清
子
さ
ん
所
蔵

ろ
の
学
校
を
経
て
明
治
十
七
年
（
一
八
八

歴
史
散
歩
の
お
誘
い

－
遠
賀
町
郷
土文
化
研
究
会
－

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
3
月
ュ
6
日
（
土
）

9
時
ま
で
に
集
合

▽
集
合
塑
所
－
遠
賀
川
駅

▽
行
　
先
直
方
市
植
木
（
花
木
堰
、
空
也

堂
、
石
柱
梵
字
、
中
山
不
動
尊

そ
の
他
）

▽
そ
の
他
　
交
通
費
、
昼
食
な
ど
自
己
負
担

▽
申
込
先
　
当
日
、
集
合
時
間
ま
で
に
遠
賀

川
駅
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
募
集
す
る
団
地
お
よ
び
募
集
戸
数

。
高
須
田
地
一
志
滝
声
（
北
九
州
市
若

松区）

▽
間
と
り
　
3
D
K
（
六
畳
、
六
畳
、
四
・

五
畳
、
D
K
）

▽
家
　
賃
　
二
万
七
千
五
百
円

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所
　
遠
賀
町
役
場
総
務

課
窓
口

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間
　
昭
和
0
0
年
3
月
8

日
～
3
月
1
6
日
（
土
）

▽
入
居
予
定
　
4
月
下
旬

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
築
管
理
課

＄
0
9
2
（
6
4
1
）
3
1
8
6
へ
ど
う
ぞ

N
H
K
学
園
高
校

生
徒
募
集

▽
霞
普
通
科
コ
ー
ス
　
全
国
を
一
学
区
と

す
る
広
域
通
信
制
高
楼
で
、
日
本
の
ど

こ
に
い
て
も
学
習
で
き
、
転
勤
・
転
居

な
ど
で
住
所
か
か
わ
っ
て
も
学
習
が
続

け
ら
れ
ま
す

▽
教
養
コ
ー
ス
　
1
5
歳
以
上
の
人
な
ら
だ
れ

で
も
受
講
で
き
ま
す

詳
細
は
、
N
H
K
学
園
高
等
学
校
〒
1
8
6

薫
都
国
立
市
富
士
見
台
2
－
3
6
へ
。

労
災
保
険
通
用

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

「
休
業
（
補
償
）
給
付
請
求
書
」
の
様
式

が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
以
降
に
労
働
基
準
監
督
署
へ
提
出
さ
れ

る
「
休
業
（
補
償
）
絵
葉
書
」
は
新
様

式
と
な
り
ま
す
。

休
業
（
補
償
）
給
付
の
支
払
い
は
迅
速
処

理
の
た
め
、
金
融
機
関
（
銀
行
・
信
用
金
庫

農
協
等
）
の
口
座
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

休
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
新
窺
詰
求
善
の
様

式
、
説
明
重
患
、
も
よ
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
瀧
葡
し
て
い
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ

さい。

賑
碕
嘉
棚
引
小
針
引
］
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申
鬼津1992番地
ま∴さ∴こ

入江真砂子　ちゃん

（費享さんの次女）
昭和59年4月11日生

私、ずっと前は夜泣きがひど
く毎晩おかあさんを寝せなかっ
たの。自分でもわからないけど
きっと気分が悪かったのね。ご
めんなさい。大きくなったらお
となしい直な子にはります。

聞聞
広漠1759番地の1

太田　滞普　くん

（護憲さんの次男）
昭和59年4月11日生
色が白く嬰がフサブサしてい
るのでよく女の子に聞違えられ
ます。ワンバク盛りのお兄ちゃ
んから泣かされてばかりですが
兄弟仲良く思いやりのある子に
育ってほしいと思います。

融
児
相
談
∴

《
妊
信
婦
中
娼
談

▽
期
　
日
　
3
月
ュ
8
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
持
珍
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定
・
離
乳

食
等
の
相
談
・
神
経
芽
細
胞
腫

（
小
児
ガ
ン
）
検
査

▽
期
　
日
　
3
月
2
6
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
日
時
と
場
所

4
月
1
日
・
ュ
0
時
～
同
時
刻
分

（
月
）
　
島
津
公
民
館

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

妊
産
婦

手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

。
1
0
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

通
官
公
民
館

o
n
時
～
n
時
4
0
分

若
松
公
民
館

。
1
3
時
5
0
分
～
1
4
時
2
5
分

別
府
公
民
館

・
ュ
4
時
4
5
分
～
ュ
5
時
L
O
分

上
別
府
公
民
館

（火）

⑨
胸

鬼
津
公
民
館

o
n
時
5
分
～
日
時
的
分

尾
崎
公
民
館

0
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

広
渡
公
民
館

4
月
3
日
・
0
0
時
～
1
0
時
3
5
分

（
水
）
　
虫
生
津
公
民
館

4
月
2
日
。
1
0
時
～
m
時
4
5
分

。
1
0
時
5
5
分
～
n
時
2
0
分

東
町
公
民
館

。
Ⅱ
時
3
5
分
～
日
時
5
0
分

芙
蓉
公
園

。
1
3
時
5
0
分
～
1
4
時
2
5
分

末
寺
公
民
館

。
1
4
時
4
5
分
～
1
5
時

千
代
丸
公
民
館

4
月
4
日
。
9
時
5
0
分
－
1
0
時

（
木
）
　
老
良
公
民
館

圏
。
⊥
0
時
5
0
分
～
1
2
時

葉
（
旧
）
公
民
館

。
1
3
時
5
0
分
－
ュ
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

4
月
6
日
・
1
0
時
～
日
時
5
0
分

（
土
）
　
松
ノ
本
公
民
館

4
月
2
0
日
。
1
0
時
～
日
時
5
0
分

（
土
）
　
役
場
車
庫
的

▽
料
金
　
接
種
料
　
千
七
百
五
十
円

選
録
科
　
二
千
百
円

▽
そ
の
他
　
不
用
犬
は
ど
の
会
場
で
も
引
取

り
ま
す
。

避

　

妊

　

の

　

話

　

の

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

血
栓
壷
は
、
ど
う
し
て
お
－
」
る

の
で
す
か
。

何
か
の
原
因
で
血
管
が
切
れ
た
と
き
、
血

管
外
に
出
た
血
液
が
凝
固
し
て
止
血
す
る
の

で
す
。
一
方
で
は
、
血
が
止
ま
っ
た
ら
血
液

の
凝
固
物
は
邪
魔
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
溶
か

す
働
き
が
生
体
に
偏
っ
て
い
る
の
で
す
。
前

者
は
凝
固
系
、
後
者
を
預
溶
系
と
言
い
、
健

諒
時
は
二
つ
が
う
ま
く
均
衡
が
と
れ
て
い
る

の
で
す
。
凝
固
系
も
線
溶
系
も
実
は
、
た
く

さ
ん
の
歯
車
（
化
学
反
応
）
が
、
か
み
あ
っ

て
円
満
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ピ
ル

は
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
と
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
の
合

剤
で
少
量
で
す
が
、
長
く
服
用
し
て
い
る
中

に
、
歯
車
が
一
つ
で
も
具
合
が
悉
く
な
っ
て

血
栓
症
に
な
る
の
で
す
。
　
（
つ
つ
く
）
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▽
期
　
日
　
3
月
2
8
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
重
（
カ
月
～
一
哉
八
カ
月
児

（
昭
和
5
8
年
1
月
～
9
月
生
）

▽
内
　
容
　
身
体
測
定
・
保
健
指
導

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
・
検
診
票

▽
料
　
金
　
無
料

（
引
割
引
割
引
∪

（
細
胞
珍
に
よ
る
昨
年

実
施
の
検
診
方
法
）

◎
申
込
み

た
だ
今
、
役
場
擾
衝
生
係
窓
口
で
受
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
。

▽
定
　
員
一
日
各
百
五
十
名

▽
申
込
手
続
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
ま
た

は
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

内
線
2
2
8
保
健
衛
生
係

▽
料
金
　
五
百
円
（
検
診
日
当
日
徴
収
）

ー

…

，

l

 

L

“

・

・

”
”
．
義
勝
嬢
穣
洒
纏
霧
．
－

擬
書
評
萩
看
護
法

予
防
接
種
の

申
込
み
方
法

各
予
防
籍
の
一

週
間
前
か
ら
三
日
前

ま
で
に
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
保
健
衛
生

係
に
申
込
み
を
し
て

問
診
票
と
注
謹
書
を

◎
検
　
診

▽
期
　
日

3
月
2
0
日
（
水
）

3
月
2
2
日
（
金
）

3
月
2
5
日
（
月
）

受
付
9
時
0
0
分
～
的
時
2
0
分

検
査
1
0
時
5
0
分
か
ら

英
公
民
館

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
踵

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
）

▽
接
穂
日
　
4
月
1
2
日
（
金
）
5
月
1
5
日

（
水
）
6
月
7
日
（
金
）
6

月
2
8
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
⊥
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
期
　
摩
蛮
2
4
～
4
8
カ
月
児

・
第
二
期
第
一
期
終
了
後
、
1
2
～

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
撲
種
方
法

o
第
一
期
　
四
回
の
肉
い
ず
れ
か
三

回
接
謹

〇
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
一

画
接
穂

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼
児

は
、
二
踵
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
で
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
B
c
G

▽
瑤
霞
目
　
ツ
反
4
月
3
日
（
水
）

B
C
G
4
月
5
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
中
天
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と
B
C
G
を
受
け
て
い

な
い
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月

児

▽
撰
穏
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
壌
彊
後
4
8

時
間
お
い
て
判
定
、
陰
性

者
の
の
B
C
G
接
種

い
つ
も
同
じ
向
き
で
寝
て
い
る
の
ば
苦
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
体
を
動
か
さ
ず
じ
っ
と

横
に
な
っ
て
い
る
と
、
「
床
ず
れ
」
を
起
こ

し
た
り
、
肺
の
運
動
が
少
な
い
た
め
に
肺
炎

に
な
っ
た
り
、
足
の
血
管
に
血
の
か
た
ま
り

が
で
き
た
り
し
ま
す
。

触
康
な
人
な
ら
、
寝
て
い
る
間
も
寝
返
り

を
打
っ
て
体
を
動
か
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
が
で
き
な
い
人
に
は
手
助
け
が
必
要
で

す
。
せ
め
て
、
昼
間
は
一
、
二
時
間
こ
と

に
、
体
の
向
き
や
手
足
の
位
置
を
変
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

体
を
動
か
す
と
、
血
液
の
循
環
が
よ
く
な

り
、
内
臓
の
働
き
も
活
発
に
な
っ
て
食
も
す

す
み
ま
す
。

⑪
ひ
ざ
の
下
に
片
腕
を
深
く
入
れ
、
願
を
抱

え
る
。
も
う
一
方
の
手
を
手
前
か
ら
腰
の

下
に
入
れ
掛
か
に
引
き
寄
せ
る
（
下
半
身

を
動
か
す
）
。

⑤
首
の
下
か
ら
片
腕
を
深
く
差
し
入
れ
て
病

人
の
属
を
し
っ
か
り
持
ち
、
も
う
一
方
の

手
は
背
中
の
下
に
入
れ
、
静
か
に
引
き
寄

せ
る
（
上
半
身
を
動
か
す
）
。

手
前
に
向
か
せ
る

①
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
る

③
体
の
下
に
病
人
の
手
が
敷
き
こ
ま
れ
な
い

よ
う
に
、
両
手
を
胸
の
上
で
組
ま
せ
る

⑤
看
護
人
か
ら
み
て
遠
い
側
の
肩
と
腰
に
手

を
か
け
、
静
か
に
手
前
に
引
く
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子宮ガン死亡者敏

一全国市町村別健轟マップによる－

＜昭和53年－57年の5年間＞

o遠賀町　　　6人

o福岡県　1．舗1人

。全　国　幼，280人

そ �本 脳 �フ ル エ �ツ 反 B C � �は し か �，へポ 小急リ 児牲オ マ灰生 と白ワ � 

！∴∴∴給 ）　窪 ����破ジ百理 侮言呈混 ���馨麗 l 

恵 1 �炎 �＿／ ザ �G �風アき　合 �疹 �髄ク 炎 

：㊦う　㊥接④ �㊦　三　十　の　一④ �㊦　㊥　④ �㊦　㊥　④ �⑲て　㊥　④ �㊦㊥　　④ �⑰　㊥　で　① �箋瀬 
接　○　計　理　予 �初年　六　で！◎ �秋　四　三 �春　ツ　三 �蕃受二一　二 �七遠　八　生 �番　六　に　生 
i誌　　面　は　防 � �過言哉 �（　反（ �とけ明朗　十 �’賀　力　後 �と　過　す　後 �く†i∴： ‘当　　性　愛　接 �「　以　て　退蔵 �閲　以 �一　で　四 �秋る（（　四 �八・月　十 �秋　聞　ま　三 �綱 l 離 

，白　　を　け　謡 �回　上　い　間　か �の　上 �回　陰　十 �（　〇一三（ �月　中　か　二 �（　以　せ（ 

講　壇麦 �で　る　に　ら �′への 愚人 �、J牲　八 �各　回回四 四））十 �を　間　ら　カ �各上る四 一にこ十 塞人お十 礎はい五 免、て韻 疫おこま ��者カ の月 み末 B嗣 ��除医三月 い師十か た会六ら おのカセ 
j孝　志善業 ��通 ��回　をを八 、ノ　ー二カ ��回おと八 、ノいo力 

）帳　るん粛 ��に お ��期千月 ��て　　月 �∴「 l 

諸　で○後 �のお園で で　、 ��C　の �終六　の �お　満　月　十 �二　　　の 
j参　卓　二 　（ ）2　違　四 �　心∴、iに さね翌基 �l て �G間 を 受 け �了力間 後月 �むi亮の＿ ねで間カ ー受に月 年けすの �回　　問 �け 万態 

て二年軽 い年一免 るに回疫 �高 ��十の 二間 （で ��な る 〈： 

：と　　期　　週 ���る ��中　る　ま　聞 �� 

（○　婁　慰 �人　一　の（ ���十受 �○　せ　o �く は回迫は お○加じ ���八け �　ろな 一ころ �十 八 

）掌　握 　し　予 ����カ　る 

富　整窓 ���月o お い �回とべ 　oく �カ 月 �時‾‾ 期 ヽ＿′i●●．●●○ヽ 

（　　　よ　　防 �ね　　）年 ����十 �ま 

昭和59年度 �、ヽ i 

健康づくり推進論矯合繊 
トお集まり　く　ださい1 

自分の健康は自分でしか守れません 

本町の健康づくり事業の高揚と知識の向上を図り、町民全体の

健康づくりを白ざして静演会を開催します。多数の方の参加を

お願いします。

＞期　日　3月27日（水）

＞時　間　受付13時～　開会14時

＞場　所　中央公民館

＞内　容。記念講演
演題「在宅痴呆牲老人をなくす予防法及び介護について」

南小倉病院々長i矢内伸夫先生
o食生活改善推進員（緑黄会）による料理試食と展示。健康づ

くりに関する小本配布

健勝棺から鮭は粗の卿歴

鯨
閻
闊
甲
三
…
∴
∵
言
言
出

∩
割
到
割
引
∪

（
血
液
に
よ
る
検
査
）

遠
賀
町
で
は
細
胞
診
に
よ
る
子
宮
ガ
ン
検

診
を
婦
人
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
が
大
変
少
な

く
困
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
産
業
医
科
大
学
婦
人
科
教
室

の
教
授
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
わ
ず
か
な

採
血
量
で
そ
の
血
液
を
免
聾
測
定

す
る
方
法
に
よ
り
、
子
宮
ガ
ン
を
診
断
す
る

可
能
牲
が
で
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

本
年
度
は
、
従
来
か
ら
の
細
胞
診
に
よ
る
子

宮
ガ
ン
検
診
（
一
一
百
二
十
日
・
二
十
二
日
・

二
十
五
日
実
施
）
の
他
に
、
血
液
に
よ
る
子

雪
雲
茅
実
施
し
ま
す
。

細
胞
診
に
よ
る
子
宮
ガ
ン
検
診
を
都
合
に

よ
り
受
診
出
来
な
い
方
は
、
こ
の
検
査
を
受

け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
3
月
3
1
日
（
日
）

1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
料
　
金
　
五
高
相
（
料
金
は
当
日
徴
収
）

昭
和
0
0
年
度
食
生
活
改
善
推
進
教
室
の

受
講
生
の
募
集

現
空
ハ
十
七
名
の
緑
黄
会
々
貝
の
み
な
さ

ん
が
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
普
及
徹

底
を
図
り
、
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
知
識
の

単
音
、
実
践
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す。▽
開
講
日
　
昭
和
0
0
年
5
月
～
昭
和
6
1
年
3

月
ま
で
毎
月
一
回
（
第
一
金
曜

日
ま
た
は
第
三
金
曜
日
）

▽
開
講
場
所
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉
田
）

▽
受
話
科
－
無
　
料

▽
申
込
締
切
　
4
月
5
日
（
火
）

▽
申
込
方
法
　
希
望
さ
れ
る
人
は
役
場
保
健

衛
生
係
ま
で
申
込
み
く
だ
さ

い
（
屯
話
も
可
）

▽
そ
の
他
　
請
座
修
了
後
は
遠
賀
町
食
生
活

改
善
推
進
員
念
箕
会
）
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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下 勘の遭蹟調整韓術寄纏
日 �曜 �行　事　内　容i時　間l難会場i担当係名i目的及び主鞠象等 �����詳　細 

l i �妻帯ン検診申込み中一17車軸副俵醒係匡みは、窓口か輔車－ジ 

17 �日 �警護テールグ大会112；00一　層轢車育係日学3年生以上の腔と親i 

18 �i月 �乳　児　相　談巨0－10：3車保鰹匡衛生係 ����生後3－6カ月児17ページ 

19 �火 i �帥小学校卒業式中00一　国体育館」学務係上薬鶉船7人，」 浅木小学校卒業式 �10：00－ �同校体育館I学∴務∴係 ��卒業宇繋駕58人）l 

広漠小学校卒業車00－）同網館I学務∴係i卒業鶉姓3。人， ����� 

20 �水 �子宮ガン検診19‥30－10：20 ��中央公民館 �保健衛生係 �申込者のみ∴∴巨－ジ 
愛　の　敵　中00ー16車搬可福祉係 ����116歳－64歳までの髄な人I 

22 �金 �子　宮　ガ　ン　検　診 �9‥30－10中央公民館 ��保健衛生係i申込者のみ∴∴中一ジ 
消∴費生活相中：釦～16車民鵬上薬係慌鵠輩講義 ����� 

23 �土 �町　　内　　各　　小　　中　　学　　校　　修　　業　　式 

24 �目 �卓球大会（団体）】9：00－　中小体離 ���体育係i各地区申込みチームi 

25 �月 � �9：30－1叫中央公職 ��保鰯生係i申込者のみ ��8ページ 
心配ごと相談巨00十6車民中福祉係南端総譜繁 ����� 

26 �火 �妊　婦　相　談19：30 ��役雛健室匡衛生係I妊翻 ���7ページ 

27 �水 �健康づくり推進語 ．全○ �13；00－ �中　央i �保健衛生係 �i。健康づくりの小本配布 �9ページ 
演な　　　　　　　　公民館i 

28 �木 �一歳六カ月児検診車10－14中央公輔， ���保鯛生係南緯7月‾9月生れ中一ジ 

31 �日 �血液－こよる子宮ガン検査車－15中央公民館 ���保健衛生係 �i 料金500円 �9ページ 

Qa鵡0拐〇千タグQQgクQ諸

町内保育所の園児再募集

昭和60年度の保育所定員にまだ余裕がありますので、家庭内で保育

できないお子さんをお預かりします。

喜繕馨諾競論叢荷
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節鴇を狙う採鵡
海外先物取引の

繊昌が調えています

681憲7、000万円　　昭和58年度の、海外商品市場　海外商品取引業者による被害が後を断ちません。

を舞台とした先物取引による綬舎額です（これは　　あなたは狙われている－“絶対もうかる’とい

国などに“届出〝のあったものの総額で、実際の披害　った甘い言葉の勧誘には、あし、きし、な返事をせず
頼は、この5倍とも10倍ともいわれてし・ます）。　　に、きっぱりと断りましょう。一般の方が海外商品

香港、ニューヨーク、シカゴといった海外商品取　の先物取引に参加するのは極めて危険です。
引所の全、石油、大豆、砂糖などの取引を言葉たくみ　　次のような悪質な手口（一例）には十分注意し
（ニ勧め、挙句の果てに大金を巻き上げる　　　悪質　　よしょう。

客の反応をみる

、　（　　　　　　　　　　、く　　　　つ　よ �■事i t－ が ◆ ● l Se �つ　　。　　　　　　　　　　　lL、 

璽室生と」と土工自宅や棚を訪れ契約軸る－ ��－契約を断るとo裁判で争うクと脅す 

豪に上がり込んで長い間ねばったり、職場へ ��「もういいです」という客の断りの言葉を逆 

来て大声を上げるなど、強引な態度に出たり狗 ��手に取り1、品、です〟とOKしたではか、か、 

したりして契約を迫る。 ��と開き直る。同じように「結構です」も“承諾’’ 

●注文してiないのに’、海外に発注し、売買取引 ��の意味に受けとったと言い張る。契約を断ると 
、、電話でのやりとりを録音テープ（ことってある。 

●通話で「もういいです」「鮨階です」と断った ��動かぬ証拠だ。出るところに出て争ってもよいケ 

などとすごむ、、こうした態度に、とりわけお年 

と契約を迫る ●「断ると裁判ざ加こする」と爾す ��寄りや女性はびっくり。恐怖感を抱いてしまう。 

塾茎と聖二±呈契弼語－ 脅しだ。すかした。しなから、一一万で’、絶対 ��、、業者は勝手なことを言っている′’と内心思い 

（二もうかる〝　ことを繰り返しilにし、強引に契 �回田 � 

約させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う気持ちが先立ち、しぶしぶ契約書にハンコを 
●急いでいるからと契約二富を読むひまも与えず　　　　　押してしまう、i 

％に当たるのか普通－、業者は実際の取引額を説 引：∴∴∴∴∴：∴：： 業露盤？に、追加の保証金を支払うのが 

④どんでん返し ��－も“か　ていろ時には決済させかい 
取引開館後　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　つ　　　　　　　　　　　ま 

し、益金は客に渡さず、それを元子に取引最を � � 

増額させ、やがて相場が下落したとき決済を迫 � �者によっては、客の注文を海外の商品市場に取 
り硯をさせる。 � �り次がず、めんでしまうこともある、 

㊥泣き －取引終了後－ �漢音 �守　　か　たい会社を蒸発させる 

ヽ �－居留　をつ　つ＿　要 

金や益金の返遇を分割払いにしなり、不当に避　　〇°　か、′′　と言ったり、場合によっては会社そのも 

らせる。まだ、業者によっては、減をした客に、　　　　　のを、、蒸発′’させることもある。念書を書かせた 

裁判などを起こさせないように念書を＝書かせる　　　　　りするのは、悪事を働いていることを、、自覚〝 

ことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているからだと思われる二 

電話で勤続する
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早めにご相談を

蒜
危
険
が
い
っ
ぱ
い

海
外
先
物
取
引

海
外
商
品
取
引
所
の
先
物
取
引
は
、

次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
一
般
の
方

が
参
加
す
る
に
は
極
め
て
危
険
で
す
。

①
香
港
、
シ
カ
ゴ
、
一
二
－
ヨ
ー

ク
、
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ
た
海
外
商

品
市
場
の
、
時
々
刻
々
変
わ
る
相

場
を
確
認
す
る
の
が
難
し
い
こ
と

②
外
国
為
替
相
場
の
変
動
も
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

③
取
引
の
仕
組
み
が
複
雑
で
、
分

力

り

に

く

い

こ

と

こ
れ
だ
け
の
リ
ス
ク
　
（
危
険
）
　
を

お
か
し
て
ま
で
、
資
産
運
用
の
た
め

に
海
外
先
物
取
引
を
す
る
必
要
が
あ

る
か
ど
う
か
　
－
　
そ
の
点
を
よ
く
考

え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

に
、
先
物
取
引
で
す
か
ら
、
必
ず
し

も
も
う
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

一
般
の
方
は
、
こ
う
し
た
取
引
に

参
加
し
な
い
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

な
お
、
海
外
商
品
取
引
所
の
取
引

と
同
様
に
危
険
な
取
引
と
し
て
、
園

内
の
私
設
前
場
に
よ
る
先
物
取
引
が

あ
り
ま
す
。
公
設
市
場
（
商
品
取
引

所
・
全
国
十
九
か
所
）
　
の
会
員
業
者

（
商
品
取
引
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
許
可
制

に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
私
設
の

（
風
聞
旧
制
乳
歯

将
来
の
一
定
の
時
期
に
商
品
の
受
渡
し
を
行

い
取
引
を
終
了
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
ま
た
、

そ
の
期
限
が
く
る
前
に
そ
の
商
品
を
転
売
し
た

り
、
買
戻
し
を
し
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差

額
　
（
差
金
）
　
を
受
け
払
い
し
て
取
引
を
終
了
す

る
こ
と
も
で
き
る
取
引
を
い
い
ま
す
。

市
場
や
会
員
業
者
に
は
、
海
外
商
品

取
引
業
者
と
同
様
、
許
可
制
、
認
可

制
、
登
録
制
な
ど
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
私
設
市
域
の
取
引
は
、

価
格
の
決
定
方
法
や
価
格
自
体
が
公

正
か
ど
う
か
、
業
者
は
受
託
業
務
を

行
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
な

ど
に
つ
い
て
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
、
訪
問
販
売
法
な
ど
の
渦
紋
者
保

滋
関
連
の
法
律
や
商
苗
取
引
所
法
が

適
用
さ
れ
な
い
た
め
横
め
て
危
険
で

あ
り
、
誘
わ
れ
て
も
取
引
に
参
加
し

な
い
ほ
う
が
安
全
で
す
。

消
費
生
活

一
般
の
間
合
先

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

福
岡
市
博
多
は
博
多
駅
前

4
十
日
3
2
－
2
7

℡
0
9
2
（
4
5
－
）
0
9
9
9

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
に

は
っ
き
り
断
ろ
う

こ
れ
ら
の
誘
い
文
句
は
、
客
か
ち

お
金
を
巻
き
上
げ
る
だ
め
の
悪
質
な

手
口
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
取
引
す
る

悪
質
海
外
商
品
取
引
業
者
の
〟
手

口
そ
の
1
〟
は
、
電
話
に
よ
る
勧
誘

で
、
手
当
た
り
次
第
に
ダ
イ
ヤ
ル
を

回
し
で
は
、
取
引
に
誘
い
ま
す
。

誘
い
の
言
葉
に
は
〟
絶
対
も
う
か

り
ま
す
〟
と
い
っ
た
甘
い
言
葉
の
は

か
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
。

★
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一

万
人
の
中
か
ら
、
あ
な
た
が
抽
選

で
選
ば
れ
ま
し
た
。
有
利
な
取
引

が
で
き
ま
す
。

★
町
内
の
○
○
さ
ん
も
、
お
友
達

の
△
△
さ
ん
も
や
っ
て
い
て
、
口

口
即
も
う
か
っ
て
い
ま
す
　
－
　
こ

れ
は
個
人
の
秘
密
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
本
人
に
は
聞
か
な
い
で

く
だ
さ
い
　
－
　
い
ま
が
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
ぜ
ひ
′

忠
志
が
な
い
場
合
は
、
あ
い
ま
い
な

受
け
答
え
を
せ
ず
に
、
は
っ
き
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

中
途
半
端
な
返
事
を
し
て
い
る
と

〝
強
引
な
態
度
に
田
だ
り
科
し
た
り

す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
言
い
な
り
に
な

る
タ
イ
プ
の
人
間
〟
と
判
断
さ
れ
、

後
日
、
自
宅
や
職
場
に
押
し
か
け
て

き
ま
す
。
そ
し
て
何
時
閉
ら
ぬ
ば
っ

た
り
大
声
を
上
げ
る
な
ど
し
て
、
取

引
契
約
を
迫
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
電
話
勧

誘
の
段
階
で
、
取
引
す
る
意
志
の
な

い
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談

な
ん
で
も
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
3
月
2
2
日
（
金
）

▼
時
　
開
　
場
時
約
分
～
1
6
時

▼
場
　
所公
民
館
別
館
　
嫁
の
聞

▼
相
談
役
　
消
費
生
活
相
談
員

○
林
　
初
代
（
尾
崎
）

○
割
田
美
代
子
（
広
瀬
）


